
１　総括

（１）人件費の状況（普通会計決算）

（２）職員給与費の状況（普通会計決算）

（注）１ 　給与費には共済費及び退職手当を含まない。

（注）２ 　職員数は、平成28年４月１日現在の人数である。

（注）３ 　給与費については、任期付短時間勤務職員（再任用職員（短時間勤務））の給与費が含まれており、職員数には当該職員を

含んでいない。

（３）ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）

（注）

北海道の給与・定員管理等について（平成29年度公表）

区　　分 住民基本台帳人口 歳 出 額 実 質 収 支 人 件 費 人件費率 （参考）

（平成29年1月1日） 　　　　　　Ａ 　　　　　　Ｂ Ｂ／Ａ

642,251,186 26.5

平成27年度の人件費率

平成 人　 千円 千円 千円 ％ ％

26.6

区　　分 職員数 給　　　　　　　　　与　　　　　　　　　費 （参考）一人当たり （参考）都道府県平均

28年度 5,342,618 2,425,589,640 3,759,520

千円

　　　　　　Ａ 給　 料 職員手当 期末・勤勉手当 　　計　　Ｂ

476,651,093

給与費 B/A 一人当たり給与費

平成 人 千円 千円 　　　　　千円 千円 千円

28年度 70,966 297,515,823 61,853,693 117,281,577 6,717 7,171

平成29年4月1日のラスパイレス指数は、3年前（H26.4)に比べて、2.9ポイント上昇している。
これは、給料月額の減額措置について3年前と比べて変更（緩和）していることによるもの。
　平成26年度の減額措置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成29年度の減額措置
　　・給料月額の9～4％を減額　　　　　　　　　　→　　　　　　　・管理職員の給料月額の7～3％を減額

　ラスパイレス指数とは、全地方公共団体の一般行政職の給料月額を同一の基準で比較するため、国の職員数（構成）を用いて、学歴や経
験年数の差による影響を補正し、国の行政職俸給表（一）適用職員の俸給月額を１００として計算した指数。
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（４）給与改定の状況

①月例給

　　　　　　　

平成

（注）１

（注）２

②特別給（期末・勤勉手当）

　　　　　　　

（注）

（５）給与制度の総合的見直しの実施状況について

（参考）

東京都特別区

大阪府大阪市

愛知県名古屋市

札幌市

医師

（６）特記事項

区　　分

人事委員会の勧告
給　与　改　定　率

（ 平  均 ）

（参考）

民間給与

A B A-B （平均改定率）

0.13%

％

(1.26%) 0.15%

公務員給与 較差 勧　告 国　の　改　定　率

29年度 減額前 514円

384,395円 (0.13%)

　「民間給与」、「公務員給与」は、人事委員会勧告において公民の４月分の給与額をラスパイレス比較した平均給与月額である。

384,909

380,105円
4,804円

0.13%

  「減額前」の公務員給与は、給与条例附則による減額措置がないものとした場合のものである。

区　　分

人事委員会の勧告

年間支給月数

（参考）

民間の支給 公務員の 較差 勧　告 国　の　年　間

割合　　　　　　A 支給月数　　　B A-B （改定月数） 支　給　月　数

平成
4.39月 4.30月 0.09月 4.40月 4.40月 

月

29年度 4.40

　「民間の支給割合」は民間事業所で支払われた賞与等の特別給の年間支給割合、「公務員の支給月数」は期末手当及び勤勉
手当の年間支給月数である。

【概要】国の給与制度の総合的見直しにおいては、俸給表の水準の平均２％の引下げ及び地域手当の支給割合の見直し等に取り
組むとされている。

①給料表の見直し

（給料表の改定実施時期）　平成２７年４月１日
（内容）　一般行政職の給料表については、国の見直し内容を踏まえ、平均2％の引き下げを実施。
           他の給料表についても、一般行政職給料表との均衡を踏まえて見直しを実施。
           激変緩和措置のため、3年間（平成30年3月31日まで）の経過措置を設定。

②地域手当の見直し

（支給割合）　国基準と同様（東京18％→20％、大阪15％→16％、名古屋12％→15％）
（実施時期）　国と同様に平成27年4月1日より段階的に支給割合を引き上げ。

支給地域
平成26年度 平成27年度の支給割合 平成28年度以降

の支給割合 4月1日時点 遡及改定後 の支給割合

18％ 18％ 18.5％ 20％

15％ 15％ 15.5％ 16％

12％ 13％ 14％ 15％

３％ ３％ ３％ ３％

15％ 15％ 15.5％ 16％

③その他の見直し内容

<単身赴任手当>
   ・基礎額は、国と同様の見直し（H27.4.1から段階的引き上げ）を実施。（H28 27,600円→30,000円）
　 ・加算額は、H27.4.1から距離区分により8,000円～70,000円に改正。
<管理職員特別勤務手当>
   ・平日深夜（0時～5時）に勤務した場合にも支給するなど国と同様の見直しを実施。

・平成28年４月１日から平成30年３月31日までの間、独自縮減措置として管理職員の給料月額の３％～７％、管理職手当の８％～10％を減額



２　職員の平均給与月額、初任給等の状況

 (1) 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成29年４月１日現在）

　　　①一般行政職

歳 円 円 円

歳 円 円

歳 円 円 円

　　　②技能労務職

※

※

円

円 円

円 円

　　　③高等学校教育職

歳 円 円

歳 円 円

　　　④小・中学校教育職

歳 円 円

歳 円 円

　　　⑤警 察 職

歳 円 円 円

歳 円 円

歳 円 円 円

（注）１

（注）２

（注）３

区　　分
平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額

（国比較ベース）

北海道 44.4 328,317 392,359 370,658

国 43.6 330,531  ―  410,719

都道府県平均 43.1 328,772 414,485 371,274

区　　分

公　　　務　　　員 民　　　　　間 参考

平均年齢 職員数 平均給料月額
平均給与月額

(A）

平均給与月額

（国比較ベース）

対応する民間

の類似職種
平均年齢

平均給与月額

(B）
Ａ/B

北　　海　　道 53.8 239 334,564 362,555 353,579 － － － －

うち用務員 55.8 112 325,834 348,745 344,841 用務員 55.1 207,300 1.7

うちその他技能労務員 52.0 127 342,263 374,987 361,166 － － － －

国 50.6 2,722 286,833 － 328,360

都道府県平均 52.5 230 326,437 382,344 359,762

区　　分

参　　　考 民間のデータは、厚生労働省が公表する「賃
金構造基本調査（賃金センサス）」によるもの
である。年収ベース（試算値）の比較

公務員
（Ｃ）

民　間
（Ｄ）

Ｃ/Ｄ
民間のデータについては、年齢、業務内容、
雇用形態等について完全に一致しているもの
ではないため、公務員のデータと単純比較は
できないが、１つの参考指標として掲載したも
のである。

北　　海　　道 6,026,924 － －

うち用務員 5,859,126 2,818,600 2.1

うちその他技能労務員 6,170,094 － －

区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

北海道 44.9 378,697 431,390

都道府県平均 44.8 377,225 440,594

区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

北海道 43.7 370,922 424,039

都道府県平均 43.3 363,803 420,442

区　　分
平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額

（国比較ベース）

北海道 38.1 312,759 420,623 355,610

国 41.2 315,864  ―  371,729

都道府県平均 38.4 320,446 456,343 368,063

　「平均給料月額」とは、平成29年４月１日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均である。 

　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当、管理職手当などのすべての諸手当
の額を合計したものであり、地方公務員給与実態調査において明らかにされているものである。
　また、「平均給与月額（国比較ベース）」は、比較のため国家公務員と同じベース（＝時間外勤務手当等を除いたもの）で算出している。

「平均給料月額」、[平均給与月額」及び「平均給与月額(国比較ベース）は、減額措置後（給料月額、管理職手当）の月額である。



（２）職員の初任給の状況（平成29年４月１日現在）

一般行政職 円 円

円 円

技能労務職 円

円

高等学校教育職 円

円

小・中学校教育職 円

円

警　察　職 円 円

円 円

（３）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成29年４月１日現在）

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

（注）　 平均給料月額は、給与条例附則による減額後の月額である。

３　一般行政職の級別職員数等の状況

（１）一般行政職の級別職員数及び給料表の状況（平成29年４月１日現在）

（注）１ 道の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。

（注）２ 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職である。

区　　　分 北海道 国

大　学　卒 178,200 178,200

高　校　卒 146,100 146,100

高　校　卒 146,100 -

中　学　卒 - -

大　学　卒 199,500 -

高　校　卒 155,200 -

大　学　卒 199,500 -

高　校　卒 155,200 -

大　学　卒 199,200 206,900

高　校　卒 168,400 168,400

区　　　         分 経験年数10年 経験年数20年 経験年数25年 経験年数30年

354,194 376,875 391,859

高　校　卒 218,469 307,116 357,098 373,666

技能労務職 高　校　卒 － 266,875 325,333 344,657

一般行政職
大　学　卒 255,304

396,385 421,557 434,515

高　校　卒 242,394 325,627 347,528 386,947

小・中学校教育職 大　学　卒 303,119 392,162 410,400 423,723

高等学校教育職
大　学　卒 303,718

379,643 400,649 408,651

高　校　卒 250,858 341,312 387,366 402,936

区　　分 標準的な職務内容 職員数 構成比
１号俸の
給料月額

最高号俸の
給料月額

警　察　職
大　学　卒 275,156

１　　級 主事、技師 1,750 人 12.0 ％ 141,600 円 246,600 円

２　　級 主事、技師 1,049 人 7.2 ％ 191,700 円 303,400 円

３　　級 主任 1,429 人 9.8 ％ 227,900 円 349,200 円

４　　級
本庁の主査、
総合振興局・振興局の係長

6,866 人 47.1 ％ 261,100 円 385,000 円

５　　級
本庁の主幹、
総合振興局・振興局の課長
総合振興局・振興局の出張所長

1,164 人 8.0 ％ 287,100 円 392,200 円

６　　級
本庁の主幹、
総合振興局・振興局の課長

1,518 人 10.4 ％ 317,700 円 409,400 円

７　　級
本庁の課長、
総合振興局・振興局の部長
総合振興局・振興局の室(次)長

419 人 2.9 ％ 361,800 円 444,100 円

８　　級
本庁の課長、
総合振興局・振興局の部長

214 人 1.5 ％ 407,300 円 467,800 円

９　　級
本庁の部次長
総合振興局・振興局の局長

151 人 1.0 ％ 457,600 円 529,200 円

１０　級 本庁の部長 13 人 0.1 ％ 520,900 円 558,700 円



  

（２）昇給への勤務実績の反映状況
　

４　職員の手当の状況

 (1)期末手当・勤勉手当

１人当たり平均支給額（平成28年度）

千円　

（平成28年度支給割合） （平成28年度支給割合）

　　　　　　　　期末手当　　　　　　　　　勤勉手当 　　　　　　　　期末手当　　　　　　　勤勉手当

月分 月分 月分 月分

月分 月分 月分 月分

（加算措置の状況） （加算措置の状況）

　・ 役職段階別加算　５～20％

（注）　 (  )内は、再任用職員に係る支給割合である。

平成28年度中における運用

北海道 国

特定職員 一般職員
特定管理

職員
一般職員

イ 人事評価を実施した ○ ○ ○ ○

標準に加え、上位及び下位の区分も適用 ○ ○ ○ ○

標準に加え、上位の区分も適用

標準に加え、下位の区分も適用

標準の区分のみ適用

ロ 人事評価を実施していない

北　　　海　　　道 国

－

1,686

2.60 1.70 2.60 1.70

(1.45) (0.80) (1.45) (0.80)

職制上の段階、職務の級等による加算措置 職制上の段階、職務の級等による加算措置

　・ 役職段階別加算　５～20％

　・ 管理職加算　10～25％ 　・ 管理職加算　10～25％

1級 12.0% 1級 10.3%
1級 4.3%

2級 7.2%
2級 7.1%

2級 4.9%

3級 9.8%
3級 10.2%

3級 17.0%

4級 47.1% 4級 47.7%

4級 42.7%

5級 8.0% 5級 10.0%

5級 15.8%

6級 10.4% 6級 9.4% 6級 10.4%

7級 2.9% 7級 2.5% 7級 2.0%
8級 1.5% 8級 1.8% 8級 1.9%

9級 1.0% 9級 1.0% 9級 0.9%10級 0.1% 10級 0.1% 10級 0.1%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

平成29年の構成比 1年前の構成比 5年前の構成比



○　勤勉手当への勤務成績の反映状況（一般行政職）

（2）退職手当（平成29年４月１日現在）

（支給率） （支給率）

勤続２０年 月分 月分 勤続２０年 月分 月分

勤続２５年 月分 月分 勤続２５年 月分 月分

勤続３５年 月分 月分 勤続３５年 月分 月分

最高限度額 月分 月分 最高限度額 月分 月分

その他の加算措置 その他の加算措置

千円

（注） 退職手当の１人当たり平均支給額は、平成28年度に退職した全職種の職員に支給された平均額である。

 (3)地域手当

 　（平成29年４月１日現在）

千円

　　円

％ 人 ％

％ 人 ％

％ 人 ％

％ 人 ％

％ 人 ％

％ 人 ％

％ ％

（注）１ 　「国の制度（支給率）」の欄の平均支給率は、支給対象職員に対し国の率で支給したと仮定した場合の加重平均の支給率である。

       2 地域手当補正後ラスパイレス指数とは、地域手当を加味した地域における国家公務員と地方公務員の給料水準を比較するため、

地域手当の支給率を用いて補正したラスパイレス指数。

（補正前のラスパイレス指数×（１＋当該団体の地域手当支給率）/（１＋国の指定基準に基づく地域手当支給率により算出。））

平成28年度中における運用

北海道 国

特定幹部
職員

一般職員
特定管理

職員
一般職員

イ 人事評価を実施した ○ ○ ○ ○

標準に加え、上位及び下位の成績率も適用 ○ ○ ○ ○

標準に加え、上位の成績率も適用

標準に加え、下位の成績率も適用

標準の成績率のみ適用

ロ 人事評価を実施していない

北　　　海　　　道 国

  自己都合 応募認定・定年   自己都合 応募認定・定年

20.445 25.55625 20.445 25.55625

29.145 34.5825 29.145 34.5825

41.325 49.59 41.325 49.59

49.59 49.59 49.590 49.59

定年前早期退職特例措置（２～30％加算） 定年前早期退職特例措置（２～45％加算）

１人当たり平均支給額　　2,334 千円 22,541

支給実績（平成28年度決算） 3,118,343

支給職員１人当たり平均支給年額（平成28年度決算） 230,254

支給対象地域 支給率 支給対象人数 国の制度（支給率）

東京都特別区 20 55 20.0

大阪府大阪市 16 2 16.0

愛知県名古屋市 15 2 15.0

札幌市 3 13,282 3.0

医師 16 156 16.0

上記以外の市町村 0 50,489 0.0

平　均　支　給　率 0.68 － 0.68

地域手当補正後ラスパイレス指数 98.6

（ラスパイレス指数） (98.6)



 (4)特殊勤務手当（平成29年４月１日現在）

千円

　円

　％

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

支給実績（平成28年度決算） 4,290,926

支給職員１人当たり平均支給年額（平成28年度決算） 186,302

職員全体に占める手当支給職員の割合（平成28年度） 36.0

手当の種類（手当数） 46

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務
支給実績

（平成28年度）
左記職員に対する支給単価

爆発物製造施設等
災害調査作業手当

火薬等の取締業務に従事する職員 火薬等の災害が発生した場合に行う災害調査 750円／日

漁業取締業務手当 漁業監督吏員である職員 漁業の取締業務 4,877 550円／日

潜水作業手当 潜水作業に従事する職員、警察職員 潜水器具を着用して行う潜水作業 196 310円～2,250円/時

有毒薬物取扱手当 試験研究機関に勤務する職員等 有毒物等を使用する業務等 524 290円／日

と畜検査等業務手当
(1)とちく検査員である職員

(2)食鳥検査員である職員
と畜等に関する検査業務 8 600円／日

犬取扱等業務手当 狂犬病予防員等 犬の捕獲、解剖検査業務等 90 300円／日

道路上等作業手当 右記の業務に従事する職員 通行車両の誘導作業等 81 300円～450円／日

高所等作業手当 右記の業務に従事する職員 10メートル以上の高所で行う作業等 10 320円～560円／日

公害防止作業手当 右記の業務に従事する職員 公害を防止するための立入検査業務 182 300円／日

航空手当 右記の業務に従事する職員、警察職員 航空機への搭乗、訓練、防災業務、警備業務等 34,991 1,900円～6,630円/時

職業訓練手当 職業訓練指導員 職業訓練指導の業務 56,822 34,000円～41,000円／月

農業技術等指導訓
練手当

農業大学校又は漁業研修所に勤務する職

員
農業又は漁業に関する技術の指導訓練業務 10,250 33,000円／月

消防訓練指導手当 消防学校に勤務する講師である職員等 講師の職務 832 7,300円／月

看護師等養成指導
手当

看護師等の養成指導をする職員 養成指導の業務 15,223 25,000円～40,000円／月

実習船実習指導手当
高等学校の実習のため、実習船に乗り組む

職員
乗船実習の指導に従事したとき 62,330 420円～700円／日

防疫救治作業手当 右記の業務に従事する職員 感染症の患者等の診療、看護、救護及び移送等 694 290円以内／日

精神保健等業務手
当

精神保健指定医である職員等 精神科における診察、入院措置の業務等 754 230円～340円／日

放射線作業手当 右記の業務に従事する職員 放射線の照射作業に従事したとき 7,000円／月

病理細菌等業務手当 病理細菌技術者等 病理試験又は細菌等の検査の業務 720 300円／日
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千円

千円
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手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務
支給実績

（平成28年度）
左記職員に対する支給単価

医学研究調査手当 医師又は歯科医師 医療等の向上に関する研究、調査、企画又は立案業務 77,050 40,000円～675,000円／月

夜間看護等業務手当
助産師、看護師、准看護師又は保育士であ

る職員

勤務の全部又は一部が深夜（午後10時後翌日の午前５

時前の間をいう。）において行われる業務等 11,037 1,620円～6,800円／回

300円／日

税務手当 徴税吏員である職員 道税事務 138,712 16,900円／月

社会福祉業務手当
社会福祉主事、身体障害者福祉司、児童福

祉司等
福祉、精神保健等に関する業務 44,722 9,700円／月

用地取得等業務手当 右記の業務に従事する職員 公共用地の取得等により出張等を命ぜられたとき 1,130 650円／日

海外事務所勤務手当 外国に所在する部局に勤務する職員 外国に所在する部局に勤務するとき 26,563

在外公館に勤務する外務公務員の給

与に関する法律（昭和27年法律第93

号）の規定により支給されることとなる在

勤手当のうち、在勤基本手当、住居手

当、配偶者手当及び子女教育手当の

額の合計額等

福島原発周辺区域
内作業手当

福島第一原子力発電所の周辺の区域にお

いて作業に従事する職員
福島第一原発敷地内において行う作業等 1,117 660円～20,000円／日

多学年学級担当手
当

2以上の学年の児童又は生徒で編制されて

いる学級を担当する学校職員
当該学級に係る授業又は指導に従事したとき 47,665 6,090円／月～7,350円／月

通信教育指導手当
高等学校の通信教育に従事することを本務

とする職員以外の学校職員

通信教育における添削指導、面接指導等の業務に従事

したとき 44,295
130円／件

2,800円／時

１万8,200円／月

舎務手当 学校職員 舎監業務 7,399 3,900円／月

兼務手当 学校職員
昼間において授業担当する学校職員が夜間において授

業を行ったとき等 28,196 2,800円／時

農業水産実習指導
手当

学校職員
農業又は水産に関する学科の生徒の宿泊を伴う実習の

指導に従事したとき 2,795 6,800円／回

教員特殊業務手当
小学校、中学校、高等学校、中等教育学校

又は特別支援学校に勤務する教諭等

非常災害時等の緊急業務 、生徒を引率して行う指導業

務等 2,489,839 2400円～12,800円

教育業務連絡指導
手当

教務主任、学年主任、生徒指導主事等の職

務を担当する職員
当該担当に係る業務に従事したとき 263,551 200円／日

介護業務手当 特別支援学校に勤務する学校職員 児童又は生徒の介護業務に従事したとき 3,020 150円～250円／日

作業手当 警察職員 警ら、看守、護送等の作業 569,765 280円～2,500円／日

坑内作業手当 警察職員
坑内でガス爆発、火災等の災害があった場合に行う著し

い危険を伴う作業
1,900円／回

死体処理等手当 警察職員 変死者等の処理作業、検視作業等 91,628 1,600円～3,200円／件

救難作業手当 警察職員
異常な自然現象等の災害において行う災害警備、遭難

救助等 397 960円～1,920円／日

警衛警護手当 警察職員 天皇又は皇后、皇太子若しくは皇太子妃の側近警衛等 1,538 1,000円～1,150円／日

夜間特殊業務手当 警察職員
正規の勤務時間による勤務が深夜において行われる業

務 306,871 410円～1,100円／回

爆発物処理等手当 警察職員 爆発物等の処理作業 444
5,200円～6,440円／件

250円／日
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 (5)時間外勤務手当（平成29年４月１日現在）
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千円
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（注）

（６）その他の手当（平成29年４月１日現在）

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務
支給実績

（平成28年度）
左記職員に対する支給単価

爆発物製造施設等
災害現場作業手当

警察職員
火薬類等の製造施設等において災害が発生した場合に

行う危険を伴う作業
750円／日

国際緊急援助手当 警察職員 国際緊急援助活動の業務 4,000円～8,000円／日

海外犯罪情報収集
作業手当

警察職員 日本国外において犯罪の捜査に関する情報収集作業 1,100円／日

銃器犯罪捜査従事
手当

警察職員
銃器が使用される現場等において防弾装備を着装し、

及び武器を携帯して行う作業 1,119  820円～1,640円／日

遠隔地水上警戒業
務手当

警察職員

海上保安庁の巡視船に乗り込み、遠隔地の離党の周辺

海域における水上警戒業務であって人事委員会が認め

るもの
0  1,100円／日

支給実績（平成28年度決算） 8,079,293

職員１人当たり平均支給年額（平成28年度決算） 325

支給実績（平成27年度決算） 7,768,987

職員１人当たり平均支給年額（平成27年度決算） 298

　職員一人当たり平均支給額を算出する際の職員数は、「支給実績（平成28年度決算）」と同じ年度の4月1日現在の総職員数（管理職員、
教育職員等、制度上時間外勤務の支給対象とはならない職員を除く。）であり、短時間勤務時間を含む。

国の制度 国の制度と 支給実績 支給職員１人当たり

（平成28年度決算）

手　当　名 内容及び支給単価 との異同 異なる内容 （平成28年度決算） 平均支給年額

同 316,762 千円 1,199,856

扶養手当
扶養親族のある職員に支給。

（月額：配偶者13,000円、扶養親族

　 １人6,500円～11,500円）
同 8,083,760 千円 264,270

初任給調整手当
採用による欠員の補充が困難である

医師、歯科医師及び獣医師に支給。

月額41万3800円以内

千円 118,358

住居手当

借家等に居住する職員又は単身赴任

している職員の配偶者等が借家等に

居住している場合に支給。

（月額27,000円以内）

同 5,801,005 千円

異
加算額の距離区

分を細分化 2,474,291 千円

353,288

通勤手当

通勤のために交通機関を利用、又は

交通用具を使用している職員に支給。

（交通機関：月額55,000円以内

　交通用具：月額29,300円以内）

異

②

支給額

〈道〉

2,000円～31,600

円

〈国〉

2,000円～24,500

円

4,813,060

574,881

特地勤務手当

生活の著しく不便な地に所在する部

局に勤務する職員に支給。

（月額：給料及び扶養手当の月額の合

計額の25％以内）

同 356,869 千円 235,868

単身赴任手当
異動等に伴い、住居を移転し、配偶者

と別居することとなった職員に支給。

（月額：23,000円～68,000円）

千円 474,323

へき地手当

交通条件及び経済的等の諸条件に恵

まれない山間地などの学校に勤務す

る職員に支給。

（月額：給料及び扶養手当の月額の合

計額の25％以内）

4,541,654 千円

同 791,655 千円

457,044

休日勤務手当
祝日等に勤務する職員に支給。

（１時間：１時間当たりの給与額×135

／100）
同 2,123,545

168,688

宿日直手当
宿直又は日直勤務する職員に支給。

（1回4,200円～20,000円） 同 1,879,325 千円 301,173

夜間勤務手当

正規の勤務時間として午後10時から

午前５時まで勤務する職員に支給。

（１時間：１時間当たりの給与額×25／

100）
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５　特別職の報酬等の状況（平成29年４月１日現在）

円 （ ）円

円 （ ）円

円 （ ）円

円 （ ）円

円 （ ）円

月分

月分

　　（算定方式） 　（１期の手当額） 　（支給時期）

円

円

（注）１

（注）２

（注）３

国の制度 国の制度と 支給実績 支給職員１人当たり

手　当　名 内容及び支給単価 との異同 異なる内容 （平成28年度決算） 平均支給年額

（平成28年度決算）

千円 348,949

管理職手当
管理又は監督の地位にある職員に支

給。

（月額27,900円～139,300円）
同 5,111,172 千円

異
地域区分及び支

給額が異なる。 6,159,160 千円

766,062

管理職員特別勤務手当
臨時又は緊急の必要により週休日等

に勤務した管理職員に支給。

（１回6,000円～18,000円）
同 48,155

91,590

農林漁業普及指導手当
農林水産業に関する調査研究等及び

普及指導する職員に支給。

（月額：給料の月額×8％～12％）
358,325 千円 500,453

寒冷地手当
11月から３月までの各月の初日に支給

地域に在勤する職員に支給。

（月額8,500円～26,060円）

千円 357,793

災害派遣手当
北海道に災害のため派遣された職員

に支給。

（1日3,970円～6,620円）
0 千円

289,561 千円

0

定時制通信教育手当
定時制及び通信制教育に従事する教

育職員に支給。

（月額：給料月額×4％～8％）
182,117

316,806

義務教育等教員特別手当
小、中学校及び高等学校などに勤務

する教育職員に支給。

（月額2,000円～8,000円）
2,880,871 千円 83,050

産業教育手当
農業、水産又は工業に関する課程で

実習を行う教育職員に支給。

（月額：給料月額×4％～8％）

区 分 給　　　　　　　　料　　　　　　　　月　　　　　　　　額　　　　　　　　等

給

料

知 事 1,035,000 1,380,000

副 知 事 880,000 1,100,000

報

酬

議 長 1,160,000

副 議 長 1,040,000

議 員 900,000

期
末
手
当

知 事 　　（平成28年度支給割合）

副 知 事 3.25

議 長 　　（平成28年度支給割合）

副 議 長 3.25

議 員

退
職
手
当

知 事 給料月額×在職月数×５１/１００ 33,782,400 任期ごと

副 知 事 給料月額×在職月数×４３/１００ 22,704,000 任期ごと

　給料及び報酬の（　）内は、減額措置を行う前の金額である。 

　知事及び副知事については、次のとおり減額措置を講ずることとしている。

対象者 減　　　額　　　内　　　容 期　　　　　　　　　　　　　　　間

知　　事 給料月額 ２５％減額 平成２８年４月１日から平成３０年３月３１日まで

副知事 給料月額 ２０％減額 平成２８年４月１日から平成３０年３月３１日まで

　退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び支給率に基づき、４年間勤めた場合における退職手当の見込額である。



６　職員数の状況

(1)部門別職員数の状況と主な増減理由
(各年４月１日現在）

（注）１ 職員数は一般職に属する職員数である。

（注）２ 　[     ]内は、条例定数の合計である。

(2)年齢別職員構成の状況（平成29年４月１日現在）

　

　　　　　　　　区　　分

　部　　門

職 員 数 対前年
増減数

主な増減理由
平成28年 平成29年

普

通

会

計

部

門

一
般
行
政
部
門

議会 69 70

税務 707 701

衛生

1

総務 2,191 2,187 △ 4

△ 6

民生 1,147 1,165 18

1,800 1,785 △ 15

労働 361 354 △ 7

農林水産 3,693 3,692 △ 1

商工 450 453 3

土木 2,230 2,269 39

小　計 12,648 12,676 28 （参考：人口10万人当たり職員数　　　237人） 

教育部門 46,378 38,387 △ 7,991 　札幌市への県費負担教職員の移譲

警察部門 11,940 11,962 22

小　　計 70,966 63,025 △ 7,941 （参考：人口10万人当たり職員数　 942人） 

公
営
企
業
会

計
部
門

病院 834 856 22

下水道 11 13 2

その他 89 92 3

小　　計 934 961 27

合　　計
71,900 63,986 △ 7,914

[77,532] [69,196] △ 8,336 （参考：人口10万人当たり職員数　1,197人） 

区　分

20歳 20歳 24歳 28歳 32歳 36歳 40歳 44歳 48歳 52歳 56歳 60歳

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

計

未満 23歳 27歳 31歳 35歳 39歳 43歳 47歳 51歳 55歳 59歳

人

以上

職員数
人 人 人 人 人 人

5,835

人 人 人 人 人人

9,012 7,909 7,749 7,242 1,398658 2,684 4,475 4,551 4,761 63,9867,712

0.00%

2.00%

4.00%

6.00%

8.00%

10.00%

12.00%

14.00%

16.00%

構成比

5年前



(3)職員数の推移

（単位：人・％）

年度

部門別

（注）　 各年における定員管理調査において報告した部門別職員数。

７　公営企業職員の状況
　(1)　電気事業
  　①職員給与費の状況
     ア　決算

職員給与費 　（参考）

(注)　

　　　　　　　

（注）１ 　給与費には共済費及び退職手当を含まない。

（注）２ 　職員数は、平成28年４月１日現在の人数である。

（注）３ 　給与費については、任期付短時間勤務職員（再任用職員（短時間勤務））の給与費が含まれており、職員数には当該職員を

含んでいない。

イ　特記事項

②職員の平均年齢、基本給及び平均月収額の状況（平成29年４月１日現在）

歳 円 円

歳 円 円

（注）１ 平均月収額には、期末・勤勉手当等を含む。  

（注）２ 基本給及び平均月収額は、給与条例附則による減額後の月額である。

③職員の手当の状況
 ア　期末手当・勤勉手当

千円　 千円　

（平成28年度支給割合）
　　　　　　　　期末手当　　　　　　　　勤勉手当

月分 月分

月分 月分

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置

・ 役職段階別加算　５～20％
・ 管理職加算　10～25％

（注）　 (  )内は、再任用職員に係る支給割合である。

平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年
過去５年間の

増減数（率）

一般行政 13,372 13,079 12,888 12,841 12,648 12,676 △ 696 (△5.2%)

教　　　育 47,740 47,300 46,884 46,570 46,378 38,387 △ 9,353 (△19.6%)

警　　　察 11,858 11,858 11,883 11,921 11,940 11,962 104 (0.9%)

普通会計計 72,970 72,237 71,655 71,332 70,966 63,025 △ 9,945 (△13.6%)

公営企業等会計計 986 994 932 937 934 961 △ 25 (△2.5%)

総　合　計 73,956 73,231 72,587 72,269 71,900 63,986 △ 9,970 (△13.5%)

区　　分 総費用 純損益又は実 総費用に占める

　質収支 職員給与費比率 27年度の総費用に占

Ａ  Ｂ　 　　　　　　Ｂ／Ａ める職員給与費比率

平成 　　　　千円 千円　 千円　 ％ ％

28年度 4,746,385 2,914,165 330,370 7.0 7.0

資本勘定支弁職員に係る職員給与費40,161千円を含まない。

区　　分 職員数 給　　　　　　　　　与　　　　　　　　　費 一人当たり （参考）都道府県平均

千円 千円 千円

　　　　　　Ａ 給　 料 職員手当 期末・勤勉手当 　　計　　Ｂ

59,143 87,428 370,530

給与費 B/A 一人当たり給与費

平成 人 千円 千円 　　　　　千円

6,737 6,868

・平成28年４月１日から平成30年３月31日までの間、独自縮減措置として給料月額の３％～7％、管理職手当の８％～10％を減額

　　　　　　区　　分 平　均　年　齢 基本給 平均月収額

28年度 55 223,959

北 海 道 42.3 350,794 549,699

団 体 平 均 44.5 369,314 582,939

事 業 者

北　　海　　道 団　　体　　平　　均

１人当たり平均支給額（平成28年度） １人当たり平均支給額（平成28年度）

1,589 1,576

2.60 1.70

(1.45) (0.80)



イ　退職手当（平成29年４月１日現在）

勤続２０年 月分 月分

勤続２５年 月分 月分

勤続３５年 月分 月分

最高限度額 月分 月分

その他の加算措置

措置（２～30％加算）

１人当たり平均支給額　　　　 千円 １人当たり平均支給額　　 千円

（注） 退職手当の１人当たり平均支給額は、平成28年度に退職した職員に支給された平均額である。

ウ　地域手当

（平成29年４月１日現在）

千円

　 円

％ 人 ％

エ　特殊勤務手当（平成29年４月１日現在）

千円

　円

　％

千円

オ　時間外勤務手当（平成29年４月１日現在）

千円

千円

千円

千円

（注）  時間外勤務手当には、休日勤務手当を含む。

カ　その他の手当（平成29年４月１日現在）

円

円

円

北　　海　　道 団　　体　　平　　均

（支給率）　　　　　　　自己都合　　　　　　 勧奨・定年

20.445 25.55625

29.145 34.5825

41.33 49.59

49.59 49.59

定年前早期退職

3,914 10,910

支給実績（28年度決算） 4,636

支給職員１人当たり平均支給年額（28年度決算） 136,353

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 一般行政職の制度（支給率）

札幌市 3 34 3

支給総額（平成28年度決算） 4

支給職員１人当たり平均支給年額（平成28年度決算） 571

職員全体に占める手当支給職員の割合（平成２8年度） 12.7

手当の種類（手当数） 1

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務
支給実績

（平成27年度）
左記職員に対する支給単価

危険作業手当 職員
特別高圧2回線支持物において、1回線停電して行う作

業等 4 160円～360円

支給実績（平成28年度決算） 12,197

職員１人当たり平均支給年額（平成28年度決算） 290

支給実績（平成27年度決算） 10,609

職員１人当たり平均支給年額（平成27年度決算） 253

一般行政職
の制度との
異同

一般行政
職の制度と
異なる内容

支給実績 職員１人当たり

手　当　名 内容及び支給単価 （平成28年度決算） 平均支給年額

（平成28年度決算）

扶養手当 ４の（６）と同じ 同 9,999 千円 285,686

住居手当 ４の（６）と同じ 同 1,397 千円 349,250

通勤手当 ４の（６）と同じ 同 4,600 千円 191,667



円

円

円

円

円

円

円

円

　(2)　工業用水道事業

  　①職員給与費の状況

     ア　決算

職員給与費 　（参考）

(注)　

　　　　　　　

（注）１ 　給与費には共済費及び退職手当を含まない。

（注）２ 　職員数は、平成28年４月１日現在の人数である。

（注）３ 　給与費については、任期付短時間勤務職員（再任用職員（短時間勤務））の給与費が含まれており、職員数には当該職員を

含んでいない。

イ　特記事項

②職員の平均年齢、基本給及び平均月収額の状況（平成29年４月１日現在）

歳 円 円

歳 円 円

（注）１　 平均月収額には、期末・勤勉手当等を含む。  

（注）２ 基本給及び平均月収額は、給与条例附則による減額後の月額である。

一般行政職
の制度との
異同

一般行政
職の制度と
異なる内容

支給実績 職員１人当たり

手　当　名 内容及び支給単価 （平成28年度決算） 平均支給年額

（平成28年度決算）

単身赴任手当 ４の（６）と同じ 同 5,352

特地勤務手当 ４の（６）と同じ 同 6,044 千円

同 98 千円

千円 446,000

262,783

8,167

夜間勤務手当 ４の（６）と同じ 同 0 千円 0

休日勤務手当 ４の（６）と同じ

千円 795,667

宿日直手当 ４の（６）と同じ 同 0 千円

同 14 千円

0

管理職手当 ４の（６）と同じ 同 9,548

2,333

寒冷地手当 ４の（６）と同じ 同 5,353 千円 101,000

管理職員特別勤務手当 ４の（６）と同じ

区　　分 総費用 純損益又は実 総費用に占める

　質収支 職員給与費比率 26年度の総費用に占

Ａ  Ｂ　 　　　　　　Ｂ／Ａ める職員給与費比率

平成 　　　　千円 千円　 千円　 ％ ％

28年度 5,624,601 281,706 205,586 3.7 3.4

資本勘定支弁職員に係る職員給与費14,099千円を含まない。

区　　分 職員数 給　　　　　　　　　与　　　　　　　　　費 一人当たり （参考）都道府県平均

千円 千円 千円

　　　　　　Ａ 給　 料 職員手当 期末・勤勉手当 　　計　　Ｂ

30,522 51,682 219,059

給与費 B/A 一人当たり給与費

平成 人 千円 千円 　　　　　千円

6,443 6,451

・平成28年４月１日から平成30年３月31日までの間、独自縮減措置として給料月額の３％～7％、管理職手当の８％～10％を減額

　　　　　　区　　分 平　均　年　齢 基本給 平均月収額

28年度 34 136,855

北 海 道 40.1 343,297 531,087

団 体 平 均 44.2 354,409 537,774

事 業 者



③職員の手当の状況
 ア　期末手当・勤勉手当

千円　 千円　

（平成28年度支給割合）
　　　　　　　　期末手当　　　　　　　　勤勉手当

月分 月分

月分 月分

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置

・ 役職段階別加算　５～20％
・ 管理職加算　10～25％

（注） (  )内は、再任用職員に係る支給割合である。

イ　退職手当（平成29年４月１日現在）

勤続２０年 月分 月分

勤続２５年 月分 月分

勤続３５年 月分 月分

最高限度額 月分 月分

その他の加算措置

措置（２～30％加算）

１人当たり平均支給額　　　　 千円 １人当たり平均支給額　　 千円

（注） 退職手当の１人当たり平均支給額は、平成28年度に退職した職員に支給された平均額である。

ウ　地域手当

（平成29年４月１日現在）

千円

　 円

％ 人 ％

エ　特殊勤務手当（平成29年４月１日現在）

千円

　円

　％

千円

オ　時間外勤務手当(平成29年４月1日現在)

千円

千円

千円

千円

（注） 時間外勤務手当には、休日勤務手当を含む。

北　　海　　道 団　　体　　平　　均

１人当たり平均支給額（平成28年度） １人当たり平均支給額（平成28年度）

1,520 1,476

2.60 1.70

(1.45) (0.80)

北　　海　　道 団　　体　　平　　均

（支給率）　　　　　　　自己都合　　　　　　 勧奨・定年

20.445 25.55625

29.145 34.5825

41.33 49.59

49.59 49.59

定年前早期退職

2,295 7,883

支給実績（28年度決算） 3,812

支給職員１人当たり平均支給年額（28年度決算） 181,524

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 一般行政職の制度（支給率）

札幌市 3 21 3

支給総額（平成28年度決算） 0

支給職員１人当たり平均支給年額（平成28年度決算） 0

職員全体に占める手当支給職員の割合（平成28年度） 0.0

手当の種類（手当数） 1

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務
支給実績

（平成28年度）
左記職員に対する支給単価

危険作業手当 職員

(1)特別高圧2回線支持物において、1回線停電して行う

作業等

(2)水圧管、ケーシング及びドラフトチューブ内部作業等

(3)主要機器の大規模な分解補修作業等

(1)360円
(2)250円
(3)160円

支給実績（平成28年度決算） 3,877

職員１人当たり平均支給年額（平成28年度決算） 144

支給実績（平成27年度決算） 4,405

職員１人当たり平均支給年額（平成27年度決算） 163



カ　その他の手当（平成29年４月１日現在）

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

一般行政職
の制度との
異同

一般行政
職の制度と
異なる内容

支給実績 職員１人当たり

手　当　名 内容及び支給単価 （平成28年度決算） 平均支給年額

（平成28年度決算）

扶養手当 ４の（６）と同じ 同 5,343 千円 254,429

住居手当 ４の（６）と同じ 同 1,560 千円 260,000

千円 410,889

通勤手当 ４の（６）と同じ 同 2,890 千円

同 0 千円

206,429

単身赴任手当 ４の（６）と同じ 同 3,698

0

休日勤務手当 ４の（６）と同じ 同 138 千円 10,615

特地勤務手当 ４の（６）と同じ

千円 0

夜間勤務手当 ４の（６）と同じ 同 0 千円

同 6,285 千円

0

宿日直手当 ４の（６）と同じ 同 0

897,857

管理職員特別勤務手当 ４の（６）と同じ 同 10 千円 10,000

管理職手当 ４の（６）と同じ

120,613寒冷地手当 ４の（６）と同じ 同 3,739 千円


